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 博士後期課程のディプロマ・ポリシーについて、学位を授与するに当たって身に付けるべき能力とし

て掲げている項目が、学術的な分野を制限しているように見受けられるため、より柔軟な表現に改める

こと。 
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とに修了要件が異なるが、学位プログラムによって違う学位名称とするのか、同じ学位名称とするのか

について大学としての考え方を明らかにすること。 
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 各専攻・教育プログラムごとにアドミッション・ポリシーが定められているが、入試の前段階からどの

ようなプロセスで学生が自身の希望や適性に合った教育プログラムを選択するのか、またそれぞれのア

ドミッション・ポリシーに沿った入試が適切に行われているのか不明確であるため、説明すること。ま

た、入学後、教育プログラムの変更は可能なのか、学生の適性に応じて教育プログラム毎にどのように履

修指導を行うのかについても明らかにすること。 

【機械・材料・海洋系工学専攻(M/D)、化学・生命系理工学専攻(M/D)、数物・電子情報系理工学専攻(M/D)】 

４．（要望意見） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１２頁） 

 モジュールマネージャについて、どのような立場の人がいつの段階から指導を行うのか、指導教員と
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（改善意見）大学院理工学府 化学・生命系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

１．博士後期課程のディプロマ・ポリシーについて、学位を授与するに当たって身に付け

るべき能力として掲げている項目が、学術的な分野を制限しているように見受けられるた

め、より柔軟な表現に改めること。 

（対応） 

当初は身に付けるべき能力として、専門的により具体的な能力を例示する意図から項目を記

載したが、「学術的な分野を制限しているように見受けられる」という意見を踏まえて、より幅

広い専門分野を記すとともに、身に付ける能力として具体的な学術的な専門分野を記載するこ

となく、柔軟な表現となるように、修正・加筆した。 

（新旧対照表） 

新 旧 

P.68 

理工学府が全体として定めるディプロマ・

ポリシーに基づいて学位授与の基準を次の

ように定めた。原子の集合体としての分子や

固体材料，分子の集合体としての有機材料

は，その電子構造及び原子や分子の種類とそ

の配列によって巨視的に現れる機能が大き

く変化する。そのためその構造―機能発現相

関を明らかにすることは物質化学の根幹を

なす。また物質の持つ化学エネルギーを効率

よく利用し，多様な情報に基づいて新素材を

効率よく製造するプロセスの確立は，環境負

荷を少なく効率的に物質を製造・利用するた

めの最重要課題である。食料問題や生命・医

療などのグローバルな課題の解決に生命現

象の解明と応用が必要である。 

本専攻では，物質・材料の基盤となる化学

の諸分野，および材料工学，化学工学，生物

工学，生化学等の分野において， 

・それぞれの学位種（理学・工学）に対応し

た高度な専門的知識，研究・開発能力 

・未知の問題に対して幅広い視野から柔軟か

つ総合的に判断し解決できる能力 

・基礎知識を総合して応用技術を構築できる

先進的な能力，および新たな産業の開拓を先

導できる能力 

・自然科学の真理の探究を行うとともに，独

創性豊かな新しい研究分野を開拓できる能

力
 を身に付けた学生に学位を授与する。 
 これらにより，理工学府が全体として
目指す育成人材像を実現する。

P.67-68 

理工学府が全体として定めるディプロマ・

ポリシーに基づいて学位授与の基準を次の

ように定めた。原子の集合体としての分子

や固体材料，分子の集合体としての有機材

料は，その電子構造及び原子や分子の種類

とその配列によって巨視的に現れる機能が

大きく変化する。そのためその構造―機能

発現相関を明らかにすることは物質化学の

根幹をなす。また物質の持つ化学エネルギ

ーを効率よく利用し，多様な情報に基づい

て新素材を効率よく製造するプロセスの確

立は，環境負荷を少なく効率的に物質を製

造・利用するための最重要課題である。食

料問題や生命・医療などのグローバルな課

題の解決に生命現象の解明と応用が必要で

ある。本専攻では以下の能力を身に付けた

者に対して修了を認定し，学位を授与す

る。 

・新しい機能を発現する分子・材料の開発

・製造や利用プロセスの開発

・生命現象の解明と応用

・物質と生命の課題を発見し地球環境に配

慮して効率的に解決する力
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（改善意見）大学院理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

 化学・生命系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

 数物・電子情報系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

２．学位に付記する専攻分野の名称及び学位の英訳名称について、説明すること。また、

学位プログラムごとに修了要件が異なるが、学位プログラムによって違う学位名称とする

のか、同じ学位名称とするのかについて大学としての考え方を明らかにすること。 

（対応） 

○学位に付記する専攻分野の名称及び学位の英訳名称について

理工学府では、各課程の修了者に以下の学位を授与する。 

修士（工学）（Master of Engineering）、修士（理学）（Master of Science） 

博士（工学）（Doctor of Engineering）、博士（理学）（Doctor of Science） 

各課程・専攻の修了者に授与可能な学位と教育プログラムと取得可能な学位の関係は以下

の表に示す通りである。 

○学位プログラムの学位名称について

上の表に示した通り、各専攻には、多様な学位取得プログラムを準備した。TEDプログラム

は、「一つの研究課題を深く掘り下げ、学位論文をまとめて学位を取得するプログラム（伝統

的な学位取得プログラム）」、PEDプログラムは、「実践的な課題研究（スタジオ）と講義科目

から構成されるモジュールを複数実施し、ポートフォリオ（研究キャリアレポート）にまとめ

て学位を取得するプログラム」と要約される。両プログラム共に、理工学府において想定した

輩出すべき人材を育成するプログラムであることに変わりはなく、工学の学位を取得するのに

十分な学位プログラムであるため、学位名称は修士（工学）、博士（工学）とする。また、理

学の学位を与える理学プログラムと PSDプログラムにおいても、理学プログラムは、「一つの

研究課題を深く掘り下げ、学位論文をまとめて学位を取得するプログラム（伝統的な学位取得

プログラム）」、PSDプログラムは、「高度な理学的基礎科学の知識と共に工学的価値観・社会

的価値観を併せ持つ人材育成プログラム。理学分野の学生に対して、ワークショップやインタ

ーンシップにより企業で必要な様々なスキルをトレーニング。」と要約され、理工学府におい
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て想定した輩出すべき人材を育成するプログラムであり、理学の学位を取得するのに十分な学

位プログラムであるため、学位名称は修士（理学）、博士（理学）とする。 

それぞれの学位名称の英語表記は、国際通用性、国内での通用性を鑑みて、修士（工学）が

Master of Engineering、修士（理学）が Master of Science、博士（工学）が Doctor of 

Engineering、博士（理学）が Doctor of Scienceとする。 

 

以上をふまえて、「設置の趣旨等を記載した書類」に加筆する。 

（新旧対照表） 

新 旧 

P.10 

(2) 教育課程改編後の理工学府が授与する学位種とその特徴 

 次の 2学位種，4教育プログラムの学位プログラムにより，理工学府

の育成人材像を実現する。学位名称の英語表記は，国際通用性，国内で

の通用性に配慮した。 

① 学位の名称 

理工学府では，各課程の修了者に以下の学位を授与する。 

修士（工学）（Master of Engineering） 

修士（理学）（Master of Science） 

博士（工学）（Doctor of Engineering） 

博士（理学）（Doctor of Science） 

各課程・専攻の修了者に授与可能な学位と教育プログラムと取得可能な

学位の関係は表に記載の通りである。 

 

 

P10 

(2) 教育課程改

編後の理工学府が

授与する学位種と

その特徴 

 次の 2学位種，

4教育プログラム

の学位プログラム

により，理工学府

の育成人材像を実

現する。 
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（改善意見）大学院理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              化学・生命系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              数物・電子情報系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

３．各専攻・教育プログラムごとにアドミッション・ポリシーが定められているが、入試

の前段階からどのようなプロセスで学生が自身の希望や適性に合った教育プログラムを選

択するのか、またそれぞれのアドミッション・ポリシーに沿った入試が適切に行われてい

るのか不明確であるため、説明すること。また、入学後、教育プログラムの変更は可能な

のか、学生の適性に応じて教育プログラム毎にどのように履修指導を行うのかについても

明らかにすること。 

（対応） 

○入試の前段階からどのようなプロセスで学生が自身の希望や適性に合った教育プログラムを

選択するのか 

 理工学府では、入学者選抜に先立ち、学内外に向けて、学府・専攻・教育プログラムの三つ

のポリシー（アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシー）

や各教員の教育・研究内容などについて、概ね 5月ころ、学内学生を主な対象とした大学院入

試説明会を各専攻・教育プログラムで開催し、学外学生を主な対象とした大学院説明会を学

府・各専攻・教育プログラムで開催する。両日ともに、学内外の学生が参加可能となってい

る。特に、学外者を主な対象とした説明会では、本学の教育・研究に不案内である者もその内

容がよくわかるように、学府長が大学・理工学府の教育・研究を詳細に説明した後、各専攻・

教育プログラム単位に別れ、それぞれの各専攻・教育プログラムでさらに説明を行う。個別相

談の時間も十分にとることで、周知を徹底する。本年度は、設置認可がおりていないので、入

試説明会とはせず、新大学院説明会として、現段階で公開しうる情報を上記と同様のスケジュ

ールで行った。新大学院の情報提供は、ホームページ上でも行われており、設置認可がおりて

いない状況下で、最大限の周知の努力を行っているところである。URLを参考として別添資料

１とした。また、夏季休業期間にも同様の説明会を開催する。このように、十分に学内外の学

生に周知することによって、上記の高い意欲を持った人材の獲得を目指す。大学院入試説明会

に来学出来ない者に対しても、上記項目に関して募集要項への記載、ホームページなどの広報

活動を通して十分な周知をする。例えば、参考として、現工学府のホームページなどの広報活

動の一例として、本学特有の教育プログラムである PEDプログラムは、特に学外者には懇切丁

寧な説明が必要であると考えられるため、PEDプログラムを記した、URLを参考として別添資

料２とした。また、募集要項には各専攻の入試担当委員の連絡先が明示されており、入試や教

務に関する問い合わせが出来るシステムになっている。また、募集要項には、教員の研究教育

分野が示されているが、希望する研究室の教員に連絡するよう明記されており、学内外の出願

希望のある学生と教員が受験前に十分な協議が行える制度となっている。これらの詳細なプロ

グラムの紹介を通して、学内外の学生は、出願時に募集要項の記載に従って、教育プログラム

を選択する。 

新しく設置予定の PSDプログラム・理学プログラムのホームページの案内に掲載予定の項目

は以下の通りである。 

・教育プログラムの概要 

・育成人材像と三つのポリシーについて 

・修了生の進路情報 

・大学院入試情報 

・PSD、理学プログラムにおける履修方法などの教務関係情報 

・そのほか 
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以上のことをふまえ、「「設置の趣旨等を記載した書類」の P.75 [9] 入学者選抜の概要 

(1) 理工学府の学府全体としてのアドミッション・ポリシー」に加筆する。 

 

○アドミッション・ポリシーに沿った入試が適切に行われているのか 

 理工学府においては、設置が認められた後、アドミッション・ポリシーに沿った筆記による

選抜試験が行われる。また、教育プログラムに求められる素養のうち筆記による選抜試験で測

定にかからない学生の適性については、口頭試問において慎重に測定する。 

 各専攻では、教育プログラムのいかんにかかわらず、合格者の質を確認し，保証できるよう

に、学力選抜試験が行われる。 

 

 機械・材料・海洋系工学専攻では、博士課程前期において、以下のアドミッション・ポリシ

ーを掲げている。 

工学（TED）プログラム：機械工学分野では、機械工学又はそれに関連する航空宇宙工学分野

に関する基礎的能力を有し、先進的な機械あるいは機械システムを構築するための高度な能力

と専門知識を備えた人材を目指す人を求める。材料工学分野では、材料工学・材料科学又はそ

れに関連する航空宇宙工学分野に関する基礎的能力を有し、材料の力学と加工、材料の強度と

組織、材料の機能と構造、材料の物理化学の各分野に関する高度な技術を学びたい人を求め

る。船舶海洋工学分野では、船舶海洋工学又はそれに関連する航空宇宙工学分野に関する基礎

的能力を有し、海洋空間を利用するための技術や基盤技術を統合する技術に積極的に取り組め

る人を求める。さらに各分野においては、機械工学，材料工学，船舶海洋工学のそれぞれの分

野に関する基礎知識に基づいて、大気圏・宇宙を利用するための航空宇宙工学に関する技術を

学びたい人を求める。 

工学（PED）プログラム：機械工学分野では、機械工学又はそれに関連する航空宇宙工学分野

に関する基礎的能力を有し、機械工学に係わる諸問題に対してグローバルに対応できる、実務

能力を備えた人材を目指す人を求める。材料工学分野では、材料工学・材料科学又はそれに関

連する航空宇宙工学分野に関する基礎的能力を有し、材料の力学と加工、材料の強度と組織、

材料の機能と構造、材料の物理化学の各分野の実践的な技術を学びたい人を求める。船舶海洋

工学分野では、船舶海洋工学又はそれに関連する航空宇宙工学分野に関する基礎的能力を有

し、海洋空間を利用するための機器の計画、建造、運用に関する実践的な技術課題に積極的に

取り組める人を求める。さらに各分野においては、機械工学、材料工学、船舶海洋工学のそれ

ぞれの分野に関する基礎知識に基づいて、大気圏・宇宙を利用するための実践的な航空宇宙工

学の技術課題に取り組みたい人を求める。 

 上記のように、TED、PED教育プログラム共に、入学にあたって、基礎学力は保証される必

要があり、以下の選抜試験を課す予定である。 

 

・外国語（TOEIC、TOEFLのスコア証明書を用いて選抜） 

・数学（線形代数学、微分積分学） 

・質点系の力学、剛体の力学、熱力学、材料力学、機械力学、流体力学、制御工学、統計物理

学、金属組織学 

 

化学・生命系理工学専攻については、博士課程前期において、以下のアドミッション・ポリシ

ーを掲げている。 

工学（TED）プログラム：物質・材料の基盤となる無機化学、分析化学、物理化学、有機化学

等化学の諸分野、及び材料工学、化学工学、生物工学、生化学等に関する基礎的能力を有し、

物質・材料の開発、製造プロセス、あるいはバイオ・ライフサイエンスに関する研究能力・開
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発能力、及び自然に及ぼす影響や社会に対して負っている責任などを、総合的に判断できる能

力を身に付けたい人を求める。さらに化学の諸分野、及び材料工学、化学工学、生物工学、生

化学等に関する基礎知識に基づいて、エネルギー化学に関する技術を学びたい人を求める。 

工学（PED）プログラム：物質・材料の基盤となる無機化学、分析化学、物理化学、有機化学

等化学の諸分野、及び材料工学、化学工学、生物工学、生化学等に関する基礎的能力を有し、

物質・材料並びにその創製プロセス、あるいはバイオ・ライフサイエンスに関する能力、基礎

知識を総合して応用技術を構築する能力、及び自然に及ぼす影響や社会に対して負っている責

任などを総合的に判断できる能力を身に付けたい人を求める。さらに化学の諸分野、及び材料

工学、化学工学、生物工学、生化学等に関する基礎知識に基づいて、実践的なエネルギー化学

に関する技術課題に取り組みたい人を求める。 

理学（PSD）プログラム：無機化学、分析化学、物理化学、有機化学等化学の諸分野の基礎的

な知識を有し、自然の真理追究と次世代基盤材料開発のための能力を身に付けるともに、自ら

の専門分野における高度な専門性と、関連分野に対する広い視野を持つことにより、世界で活

躍できる技術者・研究者などを目指す人を求める。 

上記のように、TED、PED、PSDそれぞれの教育プログラム共に、入学時に保証されるべき基礎

学力は同様に重要である。以下の選抜試験を課す予定である。 

 

・外国語（TOEIC、TOEFLのスコア証明書を用いて選抜） 

・数学（線形代数学、微分積分学） 

・無機化学、分析化学、物理化学、有機化学、生物化学、無機化学、分析化学、有機工業化

学、無機工業化学、生物化学、物理学（力学、熱力学の範囲）、生物学、化学工学、生化

学、生物工学、医工学 

 

数物・電子情報系理工学専攻においては、博士課程前期で以下のアドミッション・ポリシーを

掲げている。 

工学（TED）プログラム：電気・電子ネットワーク分野、情報システム分野、応用物理分野の

基礎的な学力を有し、さらに高度な専門性を身につけ、未知の問題に対して幅広い視野から柔

軟かつ総合的な判断を下して解決できる力を持つ、世界で活躍できる技術者・研究者を目指す

人を求める。 

工学（PED）プログラム：電気・電子ネットワーク分野、情報システム分野、応用物理分野の

基礎的な学力を有し、多様化・高度化した産業社会の現代的課題に対応できる実務家型技術

者・研究者となることに情熱を持つ人を求める。 

理学（PSD）及び理学プログラム：物理学及び数学分野では、物理学又は数理科学の基礎的な

知識を有し、その知見を活用する能力を有するとともに、自らの専門分野における高度な専門

性と、関連分野に対する広い視野を持つことにより、世界で活躍できる技術者・研究者などを

目指す人を求める。 

この専攻の教育プログラムに関して整理する。 

設置の趣旨にある通り、この専攻においては、二つの学位を授与する予定である。すなわち、

工学と理学である。 

 このうち、工学の学位を授与するプログラムは、TEDと PEDである。上記のように、「電

気・電子ネットワーク分野，情報システム分野，応用物理分野の基礎的な学力を有し」とある

通り両プログラムとも保証されるべき基礎学力は共通である。 

 理学の学位を授与するプログラムは、PSDプログラム及び理学プログラムであり。PSDは物

理工学教育プログラムに、理学プログラムは数学分野に対応しており、それぞれのプログラム

で保証されるべき基礎学力が異なる。以上を配慮し、以下の選抜試験を課す予定である。 
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TED、PED教育プログラム 

 ・外国語（TOEIC、TOEFLのスコア証明書を用いて選抜） 

 ・数学（線形代数学、微分積分学） 

 ・電磁気学、回路理論、論理回路、アルゴリズム 

 

PSD教育プログラム 

 ・外国語（TOEIC、TOEFLのスコア証明書を用いて選抜） 

 ・数学（線形代数学、微分積分学、） 

 ・力学、電磁気学、熱・統計力学、量子力学 

 

理学教育プログラム 

 ・外国語（TOEIC、TOEFLのスコア証明書を用いて選抜） 

 ・線形代数学、微分積分学、集合、位相、代数、幾何、解析、確率論 

 

 学府全体で定めた博士課程前期の TED、PED教育プログラムに関するアドミッション・ポリ

シーは、以下の通りである。 

① 工学（TED）プログラムのアドミッション・ポリシー 

 各専攻の専門分野の基盤となる学部レベルの能力を有し、さらに高度な専門性を身に付け、

広い意味でのものづくりをとおしてグローバルに活躍できる高度専門職業人として技術者・研

究者などを目指す人を求める。 

② 工学（PED）プログラムのアドミッション・ポリシー 

 各専攻の専門分野の基盤となる学部レベルの能力を有し、広い意味でのものづくりをとおし

て、多様化・高度化した産業社会の現代的課題に対応できる実務家型技術者・研究者を目指す

人を求める。 

PED、TEDプログラムを学生が選択するのは、入試の前段階からの十分な周知によるもので

あり、学生の希望による。TEDプログラムは伝統的な工学教育に立脚するものであるが、PED

プログラムは、「実務家型技術者・研究者を目指す人を求める」とあるように、本学特有のプ

ログラムである。このプログラムを志望する者に対しては、口頭試問によって、それぞれの専

攻・教育プログラムに対応した「産業社会の現代的課題」を問う、あるいは、「実務家の意

味」を問うなどして、その適性を測る。具体的な質問としては、「卒業論文の内容に関して簡

潔に述べ、その研究内容が産業社会の現代的そして未来の課題とどういう関係にあると思う

か？」などがあげられる。 

以上のことにつき、「設置の趣旨の P.81 (b) 筆記試験選抜」に加筆する。 

 

○入学後、教育プログラムの変更は可能なのか 

入学前に十分に学生にそれぞれの教育プログラムの内容を周知する。また、次の回答に示した

通り、学生への履修指導は徹底して行われる。現工学府においては、PED教育プログラム設置

以来 10年が経過したが、徹底した入学前の周知と入学後の履修指導により、教育プログラム

の変更を申し出た学生は皆無である。しかしながら、学生から適性についての疑問が生ずるこ

とは可能性としては考えうる。したがって、学生の履修及び修了に不利にならない範囲におい

て、教務担当の教員による委員会と教授会の議を経て、教育プログラムの変更は許されること

とする。制度上は、博士課程前期１年終了時に学生から教務担当教員への申し出を受け付け

る。 

上記について、「「設置の趣旨等を記載した書類」の P.42」に加筆する。 
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○学生の適性に応じて教育プログラム毎にどのように履修指導を行うのか 

 伝統的な工学教育プログラムである TED、本学独自の工学教育プログラムである PED共に、

入学後すぐ指導教員が指定され、研究指導と共に学生の適性と身につけるべき能力を考慮に入

れた履修指導が行われる。この指導は各学期・タームで行われる。さらに、各専攻の学期毎に

行われるガイダンスによって履修指導が行われ、指導教員と教務担当教員の複数教員による指

導体制で学生に対応する。また、学生には各専攻の教務担当教員のメールアドレスや研究室の

電話番号が十分に周知されており、学期の途中でも随時、履修に関する相談が可能である。

TEDプログラムにおいては、修士論文の提出が課せられているが、研究指導を行う教員のみで

はなく、中間発表を行い各専攻・教育プログラムの全教員が各学生の研究遂行状況や学修状況

を観察し、当該学生の現状について情報共有し、必要に応じて複数教員による指導が可能とな

っている。 

 理学の学位を授与するプログラムである PSDプログラム・理学プログラムにおいても TEDプ

ログラムと同様、入学後すぐ指導教員が指定され、研究指導と共に学生の適性と身につけるべ

き能力を考慮に入れた履修指導が行われる。PSDプログラム、理学プログラムにおいても、教

務担当教員はガイダンスを学期毎に行い、十分な履修指導を行う。上記の TEDプログラムと同

様に、学生には各専攻の教務担当教員のメールアドレスや研究室の電話番号が十分に周知され

ており、学期の途中でも随時、履修に関する相談が可能である。また、PSDプログラム、理学

プログラムでも中間発表は義務付けられており、それぞれの教育プログラムの教員は、複数で

学生の指導を行う体制となっている。 

 PED教育プログラムの履修形態は、下の図に示した通りである。学生はスタジオ科目を履修

する。スタジオ科目は、高度なプロジェクト型の「実習・演習・研修」 による「少人数制教

育の場」と定義され、複数の担当教員の指導のもと、学生は、教育分野に関連したテーマにつ

いて、「実習・演習・研修」によって学修する。このスタジオの集合体がモジュールである。

モジュールにはスタジオ科目に関係した講義科目があり、学生は当該教育分野のリテラシーを

向上させるため、この講義科目も履修する。これらスタジオ科目と講義科目で１つのモジュー

ルの履修が完成する。博士課程前期の学生は２年間で合計４つのモジュールを履修する。PED

教育プログラムで学修する者は、スタジオ科目と講義科目のほか、実務者としてのコンピテン

シーを磨く学府共通科目も履修する。モジュール、スタジオ科目の一例を下の表に示した。モ

ジュールマネージャは当該モジュールの学生の履修を管理することになる。 

 社会人が対象となる博士課程後期の PEDでも１つのモジュールを履修し９単位を得ることが

必須となっている。博士課程後期においては、博士論文の提出を義務付けているため、研究と

論文作成の指導は指導教員が行う。 

 PED教育プログラムでは、履修形態から、モジュールマネージャをはじめモジュールに所属

する複数の教員による履修指導が行われる。スタジオ科目の複数の担当教員が履修する学生が

学修計画書を作成する際、アドバイスをする。また、複数のスタジオ科目の集合体であるモジ

ュールのモジュールマネージャは、当該するモジュールを履修する学生の学修計画書を管理

し、必要ある場合はアドバイスを行う。上述したモジュールマネージャの役割について、別添

資料５として示した実施要項が定められ、手厚く履修指導が行われる。参考のため、現工学府

で学生などに配布しているパンフレットを別添資料４とした。 
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 以上について、「「設置の趣旨等を記載した書類」P.39(1) 教育方法及び履修指導方針① 

工学（TED）、理学（PSD）及び理学プログラムにおける履修指導と研究指導」と「P.42② 工

学（PED）プログラムにおける履修指導と研究指導」に加筆する。 

（新旧対照表） 

新 旧 

P.39 

(1) 教育方法及び履修指導方針 

① 工学（TED），理学（PSD）及び理学プ

ログラムにおける履修指導と研究指導 

 TED，PSD及び理学プログラムでは，入学

後すぐ指導教員が指定され，研究指導と共

に学生の適性と身につけるべき能力を考慮

に入れた履修指導が行われる。この指導は

各学期・タームで行われる。さらに，各専

攻の大学院教務担当委員の教員が主催する

ガイダンスによって履修指導が行われ，指

導教員と教務担当教員の複数教員による指

導体制で学生の適性とコンピテンシー・リ

テラシーが担保される。 

 工学（TED），理学（PSD）及び理学プロ

グラムにおける入学時から修了時までの履

修指導と研究指導を，標準修了年限の場合

P.39 

(1) 教育方法及び履修指導方針 

① 工学（TED），理学（PSD）及び理学プ

ログラムにおける履修指導と研究指導 

 工学（TED），理学（PSD）及び理学プロ

グラムにおける入学時から修了時までの履

修指導と研究指導を，標準修了年限の場合

を例として，博士課程前期と博士課程後期

に対して，それぞれ次の表に示す。 
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を例として，博士課程前期と博士課程後期

に対して，それぞれ次の表に示す。 

 

P.42 

② 工学（PED）プログラムにおける履修指

導と研究指導 

 工学（PED）プログラムにおける入学時か

ら修了時までの履修指導と研究指導を，標

準修了年限の場合を例として，博士課程前

期と博士課程後期に対して，それぞれ以下

の表に示す。 

PEDプログラムでは，入学後すぐ指導教員が

指定され，学生の適性と身につけるべき能

力を考慮に入れた履修指導が行われる。こ

の指導は各タームで行われる。また，モジ

ュールマネージャをはじめモジュールに所

属する複数の教員による履修指導を受ける

ことができる。さらに，各専攻の大学院教

務委員の教員が主催するガイダンスによっ

て履修指導が行われ，指導教員，モジュー

ルマネージャ及び教務担当教員の複数教員

による指導体制によって適性とコンピテン

シー・リテラシーが担保される。 

 

 

P.42,43 

（教育プログラムの変更） 

学生の履修及び修了に不利にならない範囲

において教授会の議を経て，教育プログラ

ムの変更は許される。 

 

P.75 

[9] 入学者選抜の概要 

(1) 理工学府の学府全体としてのアドミッ

ション・ポリシー 

 理工学府では，理工系人材の基盤となる

数理科学，情報技術並びに自らの専門分野

における高い専門能力と倫理性を身に付け

て，イノベーションによる産業力の更なる

強化・発展に貢献することを目指し，もの

づくりの根幹技術の継承発展及び予見され

るこれからのものづくりへの対応を柱とし

て，広く他分野や社会にも目を向けてグロ

ーバルに活躍する高い意欲を持った人を求

める。理工学府では，入学者選抜に先立

 

 

 

P.42 

② 工学（PED）プログラムにおける履修指

導と研究指導 

 工学（PED）プログラムにおける入学時か

ら修了時までの履修指導と研究指導を，標

準修了年限の場合を例として，博士課程前

期と博士課程後期に対して，それぞれ以下

の表に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.75 

[9] 入学者選抜の概要 

(1) 理工学府の学府全体としてのアドミッ

ション・ポリシー 

 理工学府では，理工系人材の基盤となる

数理科学，情報技術並びに自らの専門分野

における高い専門能力と倫理性を身に付け

て，イノベーションによる産業力の更なる

強化・発展に貢献することを目指し，もの

づくりの根幹技術の継承発展及び予見され

るこれからのものづくりへの対応を柱とし

て，広く他分野や社会にも目を向けてグロ

ーバルに活躍する高い意欲を持った人を求

める。以下，それぞれ育成人材像とその教
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ち，学内外に向けて，学府・専攻・教育プ

ログラムの三つのポリシーや各教員の教

育・研究内容などについて，大学院入試説

明会を開催し，十分に周知することによっ

て，上記の高い意欲を持った人材の獲得を

目指す。大学院入試説明会に来学出来ない

者に対しても，上記項目に関して募集要項

への記載、ホームページなどの広報活動を

通して十分な周知をする。例えば，ホーム

ページなどの広報活動の一例として，PEDプ

ログラムを記した，以下の URLを参考とし

てあげる。これらの詳細なプログラムの紹

介を通して，学内外の学生は教育プログラ

ムを選択する。 

http://ped-program.ynu.ac.jp/index.html 

 以下，それぞれ育成人材像とその教育課

程構造の特徴をプログラムごとに記す。 

 

P.81 

(b) 筆記試験選抜 

 入学者の選抜は学力検査（外国語（英語），

学科試験Ⅰ，学科試験Ⅱ），出願書類及び面接

によって行う。なお，外国語（英語）の試験

は，TOEIC，TOEFLのスコアを用いた選抜を実

施する。面接においては，学力検査によって

測れない学生の適性について，口頭試問を行

う。 

 

育課程構造の特徴をプログラムごとに記

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.81 

(b) 筆記試験選抜 

 入学者の選抜は学力検査（外国語（英語），

学科試験Ⅰ，学科試験Ⅱ），出願書類及び面接

によって行う。なお，外国語（英語）の試験

は，TOEIC，TOEFLのスコアを用いた選抜を実

施する。 
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（要望意見）大学院理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              化学・生命系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              数物・電子情報系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

４．モジュールマネージャについて、どのような立場の人がいつの段階から指導を行うの

か、指導教員との役割分担も含めて指導内容等を具体的に説明すること。  

（対応） 

 PED教育プログラムのスタジオとモジュールなどについて、整理する。 

 ・スタジオ  高度なプロジェクト型の「実習・演習・研修」 による「少人数制教育の場」。

各スタジオにはスタジオ科目を担当し、指導する複数の教員がいる  

 

 ・モジュール 上記のスタジオ科目とそれに関連した講義やインターンシップからなる集合

体であり、概ね学修する学問分野でまとまっている。上記の指導をするスタジ

オ科目担当教員から互選されたモジュールマネージャが学生の履修の指導・管

理をする。PEDで学ぶ学生は、修了までに複数のモジュールを履修する。 

 

 ・ポートフォリオ 各モジュール・スタジオでの学びや研究した内容をレポート形式でまと

め、各学期に提出する。ポートフォリオは修了までに複数提出され、博士課

程前期においては修士論文に代えて修了要件となる。 

 

 モジュールマネージャは、当該モジュールを構成するスタジオ科目を担当する複数の教員の

中から互選された責任者で、当該モジュールの履修登録をしたプログラム履修生がスタジオ担

当教員の指導のもとに作成した学修計画書（別添資料３）に関する指導・承認を学期の初期段

階で行い、PEDプログラムを履修する学生を指導する。また、学修計画の進捗状況を確認する

とともにスタジオ担当教員を通じてあるいは直接プログラム履修生に対して適宜助言を行う。

成績評価についても、学期あるいはタームの期末期間にスタジオ科目の研究成果などを総括す

る報告会などを各分野の内規に従って企画・実施し、スタジオ科目を担当する教員との合議を

もとに行う。スタジオ科目では、科目を担当する複数の教員が履修する複数の学生に対して、

高度なプロジェクト型の「実習・演習・研修」を通して学修指導を行う。入学後すぐに指定さ

れる指導教員は、学生の学生生活全般を指導し、ポートフォリオの作成や発表会でのプレゼン

テーションの内容についての指導も行う。 

 以上のモジュールマネージャの役割について、「設置の趣旨等を記載した書類」に加筆し、

具体の「PEDプログラム実施要項」を別添資料５として添付する。 

 

（新旧対照表） 

新 旧 

P.42 

② 工学（PED）プログラムにおける履修指導

と研究指導 

 工学（PED）プログラムにおける入学時から

修了時までの履修指導と研究指導を，標準修

了年限の場合を例として，博士課程前期と博

士課程後期に対して，それぞれ以下の表に示

す。 

 PED プログラムでは，入学後すぐ指導教員

が指定され，学生の適性と身につけるべき能

P.42 

② 工学（PED）プログラムにおける履修指導

と研究指導 

 工学（PED）プログラムにおける入学時から

修了時までの履修指導と研究指導を，標準修

了年限の場合を例として，博士課程前期と博

士課程後期に対して，それぞれ以下の表に示

す。 
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力を考慮に入れた履修指導が行われる。この

指導は各タームで行われる。また，モジュー

ルマネージャをはじめモジュールに所属す

る複数の教員による履修指導を受けること

ができる。さらに，各専攻のガイダンスで履

修指導が行われ、指導教員，モジュールマネ

ージャ及び教務担当教員の複数教員による

指導体制によって適性とコンピテンシー・リ

テラシーが担保される。 

モジュールマネージャの役割については，

現工学府「PED プログラム実施要項」に記載

の通りであり，理工学府設置後は，理工学府

版「PED プログラム実施要項」に改定する。

参考資料として，理工学府版「PED プログラ

ム実施要項（案）」を別添資料 12として掲載

した。 
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（要望意見）大学院理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              化学・生命系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              数物・電子情報系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

５．修了要件として既定の取得単位数に加え「ＧＰＡ２．０以上」を求めているが、学生

の多様な履修を妨げる可能性もあるため、修了要件に含めている意図及びどのように制度

運用するのか説明すること。  

（対応） 

ＧＰＡを修了要件に含めている意図及び制度運用方法について、以下の点に留意し、「設置の

趣旨等を記載した書類」に加筆する。 

○ 修了要件に含めている意図について 

 本学では「大学教育の質的向上」と「国際的水準に見合った成績評価」を目的に、「平成 15

年度の学部入学生、平成 21 年度の大学院入学生から GPA 制度を導入しており、理工学府にお

いても GPAを修了要件に含める。 

○ どのように制度運用し、学生に対する配慮をするのかについて 

 制度運用にあたっては、指導教員（PED プログラムにおいては、モジュールマネージャを含

む）、教務担当教員が、履修学生の各学期の開始当初に当該学期の履修・学修計画を確認したあ

と履修指導を行い、学期期間中にも学生と面接を行う。履修時においては、学生と指導教員の

間で身につけるべきリテラシーとコンピテンシーについて十分な議論が行われ、多様な履修を

妨げることはない。 

 学期当初の履修登録（春学期の場合 4月上旬）から約１ヶ月以上（春学期の場合 5月中旬）

の後に「履修の修正」を行うことが出来る。学生はこの期間に実際の講義を受け、履修を行う

かどうかの判断をすることになる。その後、さらに「履修キャンセル」の手続きを行う制度と

なっているため、学生は履修を２度見直すことが出来る。この間、学生は自らの身につけるべ

きリテラシーとコンピテンシーについて熟慮することになる。また、「履修キャンセル」時、教

務担当事務に提出する書類には指導教員の署名と捺印が要求されており、指導教員は学生の履

修状況を確認することが義務付けられている。すなわち、指導教員が学生と密に履修について

話し合い、指導を行うことが、制度化されている。このような履修制度が実施されているため、

指導教員の指導によって学生の身につけるべきリテラシーとコンピテンシーが保証された上で、

GPAの分母となる履修科目数は、最適化される。現工学府においては、GPA2.0以上を修了要件

とすることで、修了の妨げとなった例はない。 

 成績不振学生に対しては指導教員と教務担当教員が個別指導を行うなどの対応を行い、保健

管理センターの教員（医師、臨床心理士）への相談も可能であり、必要に応じてチームで対応

する。 

以上をふまえて、「設置の趣旨等を記載した書類」に加筆する。 

（新旧対照表） 

新 旧 

P47 

* 成績評価の基準 

「秀（成績 90点以上）」は，履修目標を十分達

成しており，さらに履修目標を上回る成績をお

さめていること 

「優（成績 89～80点）」は，履修目標を十分達

成しており，「秀」に次ぐ優秀な成績をおさめ

ていること 

・GPAとその基準 

P47 

* 成績評価の基準 

「秀（成績 90 点以上）」は，履修目標を十

分達成しており，さらに履修目標を上回る

成績をおさめていること 

「優（成績 89～80 点）」は，履修目標を十

分達成しており，「秀」に次ぐ優秀な成績を

おさめていること 

 GPAは各科目の GPにその単位数を掛け
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本学では「大学教育の質的向上」と「国際的

水準に見合った成績評価」を目的に，平成 15

年度の学部入学生，平成 21 年度の大学院入学

生から GPA制度を導入しており，理工学府にお

いても GPAを修了要件に含める。 

GPAは各科目の GPにその単位数を掛けたもの

の和を，履修登録単位数で割って得られる値

とし，GPA2.0以上を修了要件とする。 

 制度運用にあたっては修学の妨げにならな

いよう配慮する。具体的には，指導教員等が

各学期の開始当初に学生と面接を行い，前学

期までの学修状況を確認し課題を学生と共有

した上で，当該学期の履修・学修計画を確認

するとともに，学期期間中も必要に応じて面

談を行う。PEDプログラムにおいては，モジ

ュールマネージャも指導教員と共に履修指導

を行う。また，各専攻で成績不振学生基準を

設定して，該当する学生に対しては指導教員

が個別指導を行う。各学生の学修状況は，専

攻の教務担当教員が取り纏め，関係教員で共

有する。なお，学生は，指導教員，教務担当

教員のほか，保健管理センター教員などにも

相談することができる。これらの関係教員間

で情報を共有し，必要に応じてチームで対応

する。 

 

たものの和を，履修登録単位数で割って得

られる値とする。 
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（要望意見）大学院理工学府 機械・材料・海洋系工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              化学・生命系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

              数物・電子情報系理工学専攻（Ｍ・Ｄ） 

６．専任教員について、大学等の職務に従事する週当たりの平均日数が５日にもかかわら

ず、月額基本給が０や少額である教員がいるが、当該教員の専任教員としての役割・責任

が担保されていることを説明すること。 

（対応） 

当該教員は、連携講座の教員であるため、当該教員の専任教員担当を取りやめることとす

る。 

 大学等の職務に従事する週当たりの平均日数については、連携講座教員が、本学での授業、

学修・研究指導のほか、当該教員の所属する研究所・研究機構においてもインターネットを通

して研究指導を行う、また当該教員の所属する研究所・研究機構に学生が赴いて学修指導・研

究指導を受ける、または、実験実習などによる研究指導を受けるなどを想定しており、これら

の業務形態を通して当該教員は本学の業務を行うため５日とした。また、月額基本給が少額で

ある教員についても、連携講座の教員に現在付与される非常勤講師の給与であるためであり、

月額基本給が０との記載のものは、本務先の規定などにより担保される講義の非常勤講師の給

与を辞退されている故に０となっている。今回の補正審査にあたり、本学の専任教員に要求さ

れる FD活動や管理運営業務に関して、携わることに支障があると判断し、連携講座の教員の

専任教員担当を取りやめることとする。 

 「設置の趣旨等を記載した書類」（p.38）に連携講座の教員の役割を以下のように説明して

いる。 

「連携講座の客員教員による講義により、専任教員でカバーできない分野や実践的な分野を補

完して教育を行う。」 

 連携講座の教員と本学教員が連携して行うことを予定していた講義科目は、非常勤講師とし

て担当いただくが、その場合でも上記の説明にあるように「補完して教育を行う」ことは十分

に可能であり、理工学府の学生に不利益となることはない。また、連携講座の教員のみで行う

予定であった講義科目についても、本学専任の教員が主たる担当教員となり、当該科目を担保

することで、理工学府の学生に不利益とならないよう配慮する。 

 

以上をふまえて、（新旧対照表）にある通りの対応をする。 

 

（新旧対照表） 

新 旧 
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